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地　域　づ　く　り　の　基　本　方　針

橋本地域のまちづくり

　交通の結節点である特性を生かし、商業機能のさらなる充実を図るなど、広域拠点性を高める地域づくり
を進めます。
　地域の伝統行事やスポーツ活動の充実など、交流活動の活性化を図るとともに、生活道路や地域防災・防
犯活動の充実など、暮らしの安全性を向上し、誰もが安心して暮らすことができる地域づくりを進めます。

１　地域コミュニティ活動の充実
○地域の交流活動の活性化に向け、自治会などの地域活動団体が行う様々な活動などを支援します。
○七夕まつりなどの橋本地域における行事や伝統文化の保存・継承を促進します。
○橋本公民館の機能の向上を図り、地域住民が活動しやすい環境づくりに向けた取り組みを進めます。

２　安全で安心できる地域の形成
○狭あい道路などの拡幅整備や交差点改良などにより、安全で快適な道路環境をつくります。
○警察や地域団体などとの連携を図り、パトロール活動や防犯灯の整備促進など、地域における防犯活動
を支援します。
○消防団や自主防災組織の強化に向けた支援や避難所での支援体制の充実などを図ります。
○保健福祉や救急医療体制の充実に向けた取り組みを進めます。

３　憩いと潤いのある地域の形成
○地域内の憩いと潤いの確保のため、みどり豊かな生活空間の形成を図るとともに、公園の適切な配置・
整備を進めます。
○貴重な緑地空間でもある農地の保全と活用に向けた取り組みを進めるとともに、境川沿いの遊歩道など
の整備について関係機関と協議・検討します。

４　交流と活動の拠点の形成
○橋本駅周辺の商業機能や業務機能及び文化や芸術の集客機能など、多様な都市機能の集積を図るととも
に、商業地の魅力づくりを進めます。
○広域的な道路網の整備などを進めます。

地　域　づ　く　り　の　基　本　方　針



[ 出典 ] 新しい総合計画策定のための市民アンケート
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9,196
（14.8％）

46,803
（75.6％）

5,930
（9.6％）

9,698
（14.0％）

51,487
（74.3％）

8,145
（11.7％）

9,805
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（15.3％）
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（67.3％）

17,064
（21.5％）

高齢者人口生産年齢人口年少人口

交通の便が悪い

福祉や医療サービスが不十分

人と人のつながりが薄い

防犯対策が不十分

買い物が不便

娯楽、レジャー施設が少ない

市民の声が行政に取り入れられていない

自然が少ない

働く場が少ない

文化施設が少ない

市などの情報が伝わりにくい

居住環境が悪い

防災対策が不十分

教育機関が少ない

伝統が大切にされていない

その他

無回答
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橋　本
全　市

日　常　生　活　に　お　け　る　課　題

人　口　の　推　移
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地　域　づ　く　り　の　基　本　方　針

大沢地域のまちづくり

　道路や公共交通などの生活交通基盤を整備するとともに、相模川とその周辺のみどりなど地域資源の保全・
活用を図り、生活利便性の向上と地域特性を生かしたまちづくりを進めます。
　住民主体の地域活動・コミュニティ活動などをさらに充実するとともに、次代を担う子どもたちを育て、
誰もが安心して健やかに暮らすことができる地域づくりを進めます。

１　生活を支える交通基盤の確保・充実
○狭あい道路や通学路などの生活に身近な道路の拡幅整備、歩道のバリアフリー化や交通安全施設の充実
などを進め、道路の安全性や利便性の向上に努めます。
○さがみ縦貫道路の整備にあわせ、円滑な接続と地域内への通過交通対策のため、道路網の整備を進めます。
○地域との協働により、コミュニティバスの利用を促進するなど、生活交通の維持・確保に取り組みます。

２　多様な地域資源の保全と活用
○相模川沿いのみどりと水辺環境などを守り、育て、親しむことができる環境づくりと活用を進めます。
○地域内のまとまりのある貴重な緑地空間でもある農地を保全、活用するとともに、新鮮で安全・安心な
地場の農産物の生産や地産地消の仕組みづくりを促進します。
○地域における古くからの伝統文化や行事の保存・継承を進めます。

３　安全で安心な地域の形成
○警察や地域団体などとの連携によるパトロール活動の推進や災害時要援護者の支援の仕組みづくりな
ど、地域における防犯・防災活動への支援の充実を図ります。

４　多様な地域活動・コミュニティ活動の充実
○学校、家庭、地域の連携により、体験や活動を通じた子どもたちの学習機会の提供や学校教育活動への
住民の参加など、子どもを見守り、育てる環境づくりを支援します。
○子どもから高齢者までの多世代交流やボランティア活動団体のネットワークづくりを促進するなど、地
域福祉の充実に向けた取り組みを支援します。
○住民主体の健康づくり教室の開催など、自主的な健康づくりへの取り組みを支援します。
○自治会をはじめ地域の多様なまちづくり活動を行う団体を支援するとともに、まちづくりの担い手相互
の連携を促進します。



[ 出典 ] 新しい総合計画策定のための市民アンケート
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（26.9％）

平成12年 平成 17年 平成 22年 平成 26年 平成 31年

高齢者人口生産年齢人口年少人口

交通の便が悪い

福祉や医療サービスが不十分

人と人のつながりが薄い

防犯対策が不十分

買い物が不便

娯楽、レジャー施設が少ない

市民の声が行政に取り入れられていない

自然が少ない

働く場が少ない

文化施設が少ない

市などの情報が伝わりにくい

居住環境が悪い

防災対策が不十分

教育機関が少ない

伝統が大切にされていない

その他

無回答
0 5 10 15 20 25 30 35 40（％）

大　沢
全　市

上大島キャンプ場相模川自然の村公園
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地　域　づ　く　り　の　基　本　方　針

城山地域のまちづくり

　さがみ縦貫道路 ( 仮称）城山インターチェンジ周辺の計画的な土地利用により、生活利便性の向上と地域
経済の活性化を図ります。
　自然と共生した地域づくりやコミュニティ活動を推進するなど、誰もが心豊かに暮らすことができる地域
づくりを進めます。

１　津久井広域道路の整備
○交通利便性の向上と地域経済の活性化のため、津久井広域道路の早期整備に向けた取り組みを進めます。

２　（仮称）城山インターチェンジを生かした地域の形成
○さがみ縦貫道路（仮称）城山インターチェンジ周辺については、都市の活力を支える産業や新たな居住
の場となる地区として、拠点の創出に向けた取り組みを進めます。

３　自然と共生した地域の形成
○市民や事業者など多様な主体に、環境について考える機会や環境情報を提供します。
○湖や河川への生活排水の流入を防止するため、公共下水道の整備などを進めます。
○古くからの人々の生活の営みを通じて形成された里山を守り、育てます。

４　地域コミュニティの形成
○安全で安心な市民生活を営むために、自治会への加入を促進するとともに、地域のまちづくり活動を行
う団体を支援します。
○地域住民や団体が、イベントやまちづくりに参加し、様々な活動に取り組めるよう、まちづくりの担い
手相互の連携を支援します。

５　教育環境の整備と充実
○地域実習体験などによる地域ぐるみでの教育支援などを進め、教育環境の充実を図るとともに、豊かな
人間性や生きる力をはぐくむ特色ある教育を進めます。



[ 出典 ] 新しい総合計画策定のための市民アンケート
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交通の便が悪い

福祉や医療サービスが不十分

人と人のつながりが薄い

防犯対策が不十分

買い物が不便

娯楽、レジャー施設が少ない

市民の声が行政に取り入れられていない

自然が少ない

働く場が少ない

文化施設が少ない

市などの情報が伝わりにくい

居住環境が悪い

防災対策が不十分

教育機関が少ない

伝統が大切にされていない

その他

無回答
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城　山
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小倉橋と新小倉橋城山湖
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地　域　づ　く　り　の　基　本　方　針

津久井地域のまちづくり

　丹沢の豊かなみどりと川と湖からなる水源地域の自然と文化を守り育てるとともに、地域資源を活用した
産業の振興を図るなど、地域の特性を生かしたまちづくりを進めます。
　津久井広域道路の早期整備や公共交通の充実を図り、利便性が高く、快適で安全安心な地域づくりを進め
るとともに、働く場の創出に向けた環境づくりに取り組みます。

１　快適、便利、安全な地域の形成
○地域との協働により、生活交通の確保に取り組むとともに、津久井広域道路を活用し、橋本駅と津久井
地域を結ぶ急行バスの導入など、公共交通の充実について検討します。
○湖や河川への生活排水の流入を防止するため、公共下水道や高度処理型浄化槽の整備などを進めます。

２　自然と共生する地域の形成
○水源地域の自然環境や優良な農地と森林を保全します。
○身近な自然とふれあう場となる里山や水辺などを市民の環境学習や憩いの場として活用します。
○有害鳥獣対策や外来種対策に取り組みます。
○森林が持つ水源かん養機能の向上による水源環境の保全・再生に向けた取り組みを進めます。
○太陽光発電や太陽熱利用など再生可能エネルギーの利用を促進し、地球温暖化対策に取り組みます。

３　地域資源の活用
○新鮮で安全・安心な地場の農畜産物を提供するため、販路の確保やブランド化を進めます。
○金原地区に新たな産業創出の拠点を整備します。
○新たな観光資源の発掘と磨き上げを進めるとともに、既存の観光資源との回遊性を高め、観光交流によ
るにぎわいのあるまちづくりや水源地域の自然や歴史、文化を生かした体験・交流型のプログラム提供
などに取り組みます。

４　健やかに暮らせる地域の形成
○教育環境の整備と充実を図るとともに、子どもたちの安全な活動場所の確保と健全な育成に取り組みます。
○高齢者が身近な地域でサービスを受けることができるよう、介護サービス提供体制の充実を図ります。

５　安心できる地域の形成　
○消防署所の整備や組織体制の強化に取り組むとともに、自主防災組織の訓練指導や防災資機材の整備を
進めるなど、総合的な災害対策を強化します。
○警察や地域団体などと連携を図り、地域における防犯活動に対する支援を進めます。



[ 出典 ] 新しい総合計画策定のための市民アンケート
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鳥屋の獅子舞津久井湖（三井大橋）



160

地　域　づ　く　り　の　基　本　方　針

相模湖地域のまちづくり

　豊かな自然環境と相模湖の魅力を生かした観光の振興を図り、来訪者との交流が生まれる地域づくりを進
めます。
　子育てをしやすい環境づくりを進めるとともに、道路整備や公共交通の充実に向けて取り組むなど、住み
やすく魅力ある地域づくりを進めます。

１　高齢者のいきがいづくりと安全・安心対策
○地域における高齢者ボランティアの活動の促進や、高齢者が長年培ってきた技能・知識・経験を地域で
生かすとともに、高齢者の生きがいにつながる取り組みを進めます。
○警察や地域団体などと連携を図り、防犯意識を高めるとともに、交通安全に対する啓発活動を充実します。

２　子育て世代が安心して生活できる環境の整備
○地域で子育て・子育ちを支える環境づくりの推進や、地域の子どもを支援するネットワークを形成する
とともに、保育所や幼稚園などの機能を充実し、子育て世代が住みやすい環境づくりを進めます。

３　相模湖の水質保全と環境対策
○生活排水の流入を防止し、相模湖の水質を保全するため、公共下水道や高度処理型浄化槽の整備などを
進めます。
○水源環境を保全するための環境学習や環境教育を推進します。
○太陽光発電や太陽熱利用など再生可能エネルギーの利用を促進し、地球温暖化対策に取り組みます。
○監視カメラの設置や昼・夜間パトロールの拡充など、地域と連携したごみの不法投棄防止対策を進めます。
○森林が持つ水源かん養機能の向上による水源環境の保全・再生に向けた取り組みを進めます。

４　観光の振興と相模湖駅周辺の活性化
○相模湖や甲州古道をシンボルとして生かしながら、小原宿本陣やさがみ湖湖上祭花火大会などのイベン
ト、民間テーマパークとの連携を進めるとともに、水源地域の自然や歴史、文化を生かした多様なプロ
グラムを開発し、回遊性を高め、観光の振興を図ります。
○相模湖駅周辺は、利便性向上のため、土地利用のあり方を検討するとともに、商店街の空き店舗対策を
図るなど、活性化に向けた取り組みを進めます。

５　津久井広域道路の整備と公共交通網の整備
○津久井広域道路の早期整備に向けた取り組みを進めるとともに、バス路線網を補完するコミュニティ交
通の導入など、地域にふさわしい交通の実現に向けた取り組みを地域との協働により進めます。



[ 出典 ] 新しい総合計画策定のための市民アンケート

161

基
本
計
画（
地
域
づ
く
り
）

緑　

区

中
央
区

南　

区

日　常　生　活　に　お　け　る　課　題

人　口　の　推　移

（人） 推計値実績値

1,513
（13.9％）

7,633
（70.1％）

1,750
（16.1％）

1,142
（11.0％）

7,072
（68.3％）

2,133
（20.6％）

902
（9.2％）

6,432
（65.4％）

2,506
（25.5％）

803
（8.6％）

5,753
（61.4％）

2,813
（30.0％）

728
（8.3％）

4,950
（56.7％）

3,050
（34.9％）

0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

12,000

平成 12年度 平成17年度 平成22年度 平成26年度 平成31年度

高齢者人口生産年齢人口年少人口

交通の便が悪い

福祉や医療サービスが不十分

人と人のつながりが薄い

防犯対策が不十分

買い物が不便

娯楽、レジャー施設が少ない

市民の声が行政に取り入れられていない

自然が少ない

働く場が少ない

文化施設が少ない

市などの情報が伝わりにくい

居住環境が悪い

防災対策が不十分

教育機関が少ない

伝統が大切にされていない

その他

無回答
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相模湖
全　市

甲州街道小原宿本陣祭さがみ湖湖上祭花火大会
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地　域　づ　く　り　の　基　本　方　針

藤野地域のまちづくり

　地域固有の歴史と文化、民俗芸能を守り育てるとともに、自然環境に恵まれた水源地域であることを生か
して、誰もが心の豊かさを感じることができる地域づくりを進めます。
　生活環境の改善を進めるとともに、自然環境の保全により美しい景観を次代に引き継ぎ、一人ひとりが地
域に愛着を持ち安心して暮らすことができる地域づくりを進めます。

１　快適に暮らせる地域の形成
○国道の改良促進や県道、市道の改良を推進するなど、藤野駅周辺の利便性の向上に向けた取り組みを進
めます。
○簡易水道や小規模水道の公営化に向けた取り組みを進めます。

２　安心して暮らせる地域の形成
○警察や地域団体などと連携を図り、地域の防犯活動に対する支援を進めます。
○通学路における安全確保を図るほか、地域にふさわしい交通の実現に向けた取り組みを地域との協働に
より進めます。
○障害者や高齢者など誰もが安心して快適に過ごすことができるよう、地域との協働による福祉施策の充
実を図ります。

３　にぎわいと活力ある地域の形成
○東京都心からのアクセスの良さを生かすとともに、農地や森林などの豊かな自然環境や、地域住民が守
り、継承してきた固有の歴史と文化、芸術などを活用することにより、市内外の人との交流を促進する
ための拠点づくりに向けた取り組みを進めます。

４　水源環境の保全
○森林が持つ水源かん養機能の向上による水源環境の保全・再生に向けた取り組みを進めます。
○相模湖や河川への生活排水の流入を防止するため、公共下水道や高度処理型浄化槽の整備を進めます。
○監視カメラの設置や昼・夜間パトロールの拡充など、地域と連携したごみの不法投棄防止対策を進めます。

５　交通基盤の整備
○ＪＲ横浜線とＪＲ中央本線の相互乗り入れを促進するとともに、津久井広域道路の早期整備に向けた取
り組みを進めるなど、交流の促進と活力ある地域づくりに取り組みます。



[ 出典 ] 新しい総合計画策定のための市民アンケート
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